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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
の
福
島
県
沖
地
震
、
８
月
の
会
津
地
方
を
中
心
と
す
る

豪
雨
等
、
甚
大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
の
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
域
や
住
民
の
安
全
・
安
心

確
保
に
向
け
、
日
夜
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
自
治
労
組
織
内
「
鬼
木
ま

こ
と
」
を
は
じ
め
、
各
級
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
ご

奮
闘
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃
金
が
下
が
り
続
け
、
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
は
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
、
度

重
な
る
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
、
長
時
間
労
働
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
者
や
早
期
退
職
者
が

増
加
、
公
務
職
場
の
志
望
者
減
少
で
人
員
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
す
。
職

員
が
安
心
し
て
生
活
し
、
心
身
共
に
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

が
な
け
れ
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。
あ

ら
た
め
て
、
生
活
や
職
場
実
態
、
組
合
員
の
思
い
を
集
約
し
、
改
善
に
向

け
て
要
求
、
交
渉
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
県
本
部
は
、
２
０
２
３

春
闘
を
民
間
の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か
い
、
人
勧
期
、
確
定
期
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
諸
課
題
要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
全
単
組
で
「
要
求
―

交
渉
―
妥
結
」
の
交
渉
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
組
合
員
に
よ
る
助
け
合
い
制
度
の
自
治
労
共
済
を
推
進
し
、
組

合
員
全
員
の
団
体
生
命
共
済
加
入
を
め
ざ
し
、
組
織
加
入
県
を
維
持
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

岸
田
政
権
は
、
国
防
上
の
危
機
感
を
強
調
し
て
防
衛
力
強
化
を
打
ち
出

し
、
防
衛
費
増
額
の
財
源
に
復
興
税
の
一
部
を
転
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
乗
じ
て
原
発
回
帰
を
加
速
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
ま
も
な
く
12
年
と
な
り

ま
す
が
、
復
興
・
創
生
は
道
半
ば
で
あ
り
、
今
な
お
多
く
の
県
民
が
県
内

外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
岸
田
政
権
の
姿
勢
は
被
災
地
、

被
災
者
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
憤
り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

安
全
・
安
心
の
社
会
実
現
の
た
め
に
は
政
治
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
年
の
統
一
自
治
体
選
は
極
め
て
重
要
な
選
挙
で
す
。
組
織
内
・
推
薦
候

補
者
全
員
の
勝
利
を
一
丸
と
な
り
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
自
治
労
・
県
本
部
運
動
へ
の
さ
ら
な
る
結
集
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。

　

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

自治労福島県本部
中央執行委員長

澤村　英行
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公
務
員
の
定
年
の
引
き
上
げ
を
措
置
す
る
「
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
地
方
公
務

員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
２
０
２
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
働
き
方
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
自
治
労
本
部
労
働
条
件
局
長
の
八
巻
由
美
さ
ん
（
福
島
市
職

労
出
身
）
に
改
め
て
伺
い
ま
し
た
。

八巻由美 労働条件局長
プロフィール

組合略歴
2006年１月～2007年12月
　自治労福島市職労女性部長
2008年１月～2010年12月
　自治労福島市職労書記次長
2014年10月～2019年９月
　連合福島執行委員
　男女平等推進委員
2016年１月～2018年12月
　自治労福島市職労副執行
委員長
　自治労福島県本部中央執
行委員
2019年１月～2019年９月
　自治労福島市職労執行委
員長
2019年10月～2021年９月
　自治労本部強化拡大局長
2021年10月～
　自治労本部労働条件局長

　

定
年
年
齢
を
65
歳
と
し
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
、
２
年

に
１
歳
ず
つ
定
年
年
齢
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
２
０
３
２
年

度
に
制
度
が
完
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
２
０
２
３

年
度
以
降
に
60
歳
に
到
達
す

る
方
か
ら
で
、
２
年
に
１
度

定
年
に
よ
る
退
職
者
が
い
な

い
年
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

　

60
歳
以
上
に
定
年
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
職
員
は
、
原
則

フ
ル
タ
イ
ム
の
常
勤
職
員
と

な
り
ま
す
。

　

改
め
て
任
用
さ
れ
た
職
務

（
級
）
に
位
置
付
け
る
の
で

は
な
く
、
任
用
・
職
務
は
定

年
退
職
日
ま
で
継
続
し
ま

す
。（
役
職
定
年
制
に
よ
り
、

管
理
職
か
ら
降
任
し
非
管
理

職
に
な
っ
た
職
員
は
改
め
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。）
例

え
ば
、
60
歳
の
３
月
末
時
点

で
行
（
一
）
５
級
90
号
の
場

合
、
４
月
以
降
も
行
（
一
）

５
級
90
号
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
給
料
月
額
は
、

そ
の
級
号
給
の
給
料
月
額
の

７
割
と
な
り
ま
す
。
超
過
勤

務
手
当
な
ど
一
定
率
を
給
料

月
額
に
乗
じ
る
手
当
の
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
基
礎
額

は
７
割
に
な
っ
た
給
料
月
額

に
な
り
ま
す
。
期
末
・
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
は
60
歳
前

の
職
員
と
同
じ
で
す
。

　

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、

60
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
４

月
１
日
以
降
、
給
料
月
額
が

７
割
水
準
に
な
っ
て
も
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

（
ピ
ー
ク
時
特
例
）。さ
ら
に
、

中
途
採
用
な
ど
で
勤
続
年
数

が
35
年
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
期
間

分
が
勤
続
年
数
に
加
わ
る
た

め
、
支
給
率
も
プ
ラ
ス
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
降
の
多
様

な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
た

め
、「
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
60
歳
に
達
し
た
日
以

後
、
定
年
退
職
日
前
に
退
職

し
た
場
合
で
、
短
時
間
勤
務

の
職
へ
の
任
用
を
希
望
し
た

職
員
が
定
年
前
再
任

用
に
な
り
ま
す
。
60

歳
前
に
退
職
し
た
職

員
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。（
図
２
）

　

現
在
の
再
任
用
制

度
は
、
制
度
完
成
ま

で
は
「
暫
定
再
任
用

制
度
」
と
し
て
残
り

ま
す
。
制
度
内
容
は

従
前
の
再
任
用
制
度

と
同
じ
で
す
。

　

暫
定
再
任
用
制
度

で
は
、
給
料
の
格
付

け
が
、
多
く
の
自
治

体
で
定
年
退
職
時
の

級
よ
り
低
く
さ
れ
て

お
り
、
期
末
・
勤
勉

手
当
も
支
給
月
数
が

少
な
い
、
扶
養
手
当

な
ど
が
不
支
給
な

ど
、
総
合
的
に
み
て
、
賃
金

面
で
は
再
任
用
職
員
よ
り
も

60
歳
超
の
常
勤
職
員
の
水
準

の
方
が
優
位
に
な
る
こ
と
か

ら
、
不
公
平
感
を
生
み
か
ね

な
い
と
い
う
問
題
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
の
職
員

に
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
常
勤
職

員
、「
高
齢
者
部
分
休
業
」

中
の
常
勤
職
員
、「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
」
の
職

員
、「
暫
定
再
任
用
」
の
職

員
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な

勤
務
形
態
の
職
員
が
職
場
に

混
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
働
き
方
、
働
き
が
い
、

労
働
安
全
衛
生
な
ど
へ
の
配

慮
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
職
務
に
見
合
っ

た
賃
金
を
ど
う
す
る
の
か
、

働
く
意
欲
を
維
持
し
、
肉
体

的
・
精
神
的
な
健
康
に
ど
う

配
慮
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

60
歳
超
の
職
員
の
加
齢
に

伴
う
身
体
機
能
の
衰
え
に
配

慮
し
な
が
ら
、
働
く
意
欲
が

持
て
る
職
務
内
容
や
、
職
場

で
の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と

が
課
題
に
な
る
点
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
の
再
任
用
職
員
の

働
き
方
の
課
題
と
共
通
で

す
。

　

定
年
引
き
上
げ
に
よ
る
最

も
大
き
な
課
題
は
、
中
長
期

的
な
職
場
の
人
員
配
置
、
定

員
管
理
で
す
。

　

計
画
的
な
採
用
は
、
高
齢

職
員
の
知
識
や
技
術
・
経
験

を
引
き
継
ぎ
、
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
定
年
で
退
職
す
る
人
が

２
年
お
き
に
し
か
発
生
し
な

い
こ
と
か
ら
、
新
規
採
用
も

２
年
お
き
と
す
る
と
、
後
継

者
の
育
成
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
の
維
持
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
複
数
年
で
採
用

人
数
の
均
衡
を
は
か
る
な

ど
、
職
場
ご
と
、
職
種
ご
と

に
現
状
を
把
握
し
、
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
計
画
的
な
採

用
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

総
務
省
は
、「
業
務
量
に

応
じ
て
人
員
を
適
正
に
配
置

す
る
」
こ
と
を
定
員
管
理
の

趣
旨
と
し
て
お
り
、
将
来
の

行
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る

場
合
に
は
、
退
職
者
数
を
上

回
る
採
用
も
許
容
し
て
い
ま

す
。

　
「
役
職
定
年
制
（
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
延
齢
性
）」

を
導
入
す
る
こ
と
か
ら
、
特

例
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的

に
は
管
理
職
は
降
任
し
て
非

管
理
職
に
異
動
と
な
り
ま

す
。
管
理
職
に
同
じ
人
が
長

く
在
籍
す
る
と
、
若
手
・
中

堅
職
員
の
昇
進
の
機
会
が
減

り
、
組
織
の
活
力
を
損
な
い

か
ね
な
い
こ
と
が
理
由
で

す
。

　

し
か
し
、
管
理
職
の
範
囲

を
拡
大
し
て
捉
え
、
本
来
の

管
理
職
で
は
な
い
、
組
合
員

の
対
象
範
囲
の
職
員
が
管
理

職
と
同
じ
級
に
格
付
け
さ
れ

て
い
る
場
合
、
役
職
定
年
で

降
格
と
な
る
管
理
職
と
一
括

り
に
し
て
降
格
す
る
と
言
う

当
局
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
総
務
省
の
「
定

年
引
き
上
げ
の
実
施
に
向
け

た
質
疑
応
答
」
第
７
版
の
中

で
、
非
管
理
監
督
職
職
員
に

つ
い
て
、
役
職
定
年
と
同
様

に
降
級
さ
せ
る
な
ど
の
条
例

の
規
定
は
「
違
法
ま
た
は
不

適
切
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

て
、
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
し

た
理
解
と
な
り
ま
す
。

　

一
つ
の
級
に
二
つ
以
上
の

異
な
る
職
務
を
充
て
る
こ
と

に
つ
い
て
、
総
務
省
が
是
正

を
求
め
て
い
る
事
実
は
な

く
、
問
題
視
し
て
い
る
「
わ

た
り
」
に
は
あ
た
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
役
職
定
年
と

な
っ
た
職
員
は
最
上
位
の
非

管
理
職
に
降
任
す
る
の
が
基

本
で
、
そ
の
級
の
職
員
が
増

え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
は
「
別
途
管
理
」
す
る

と
通
知
で
示
し
て
い
ま
す
。

自
治
労
で
は
、
今
後
、
役
職

定
年
制
の
導
入
を
理
由
に
中

堅
層
の
昇
任
・
昇
格
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。
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配信期間 

2022年１２月～2023年１２月 

（連絡先）電話 024-521-0336 自治労福島県本部（共済推進委員会） 

セカンドライフセミナー 

                                     

「私は年金をもらえるの？   いくらもらえるの？」 

年金について特に寄せられる2つの質問です。初めて

の方でも年金額が簡単に求められるので、退職後の

生活を疑似体験できるようになります。金銭的に困

窮する世帯も多い事実を真正面からとらえ、今から

取っておくべき対策をしっかり押さえます。 

≪視聴方法≫  

 

① 検索サイトで「自治労福島県本部」と入力し、県本部のホームペー

ジにアクセスしてください。 

② トップページのサイドメニューにある「動画配信の県支部ページ」を 

 クリックし、パスワード「8888」を入力してください。 

③ 「年金セミナー」の動画URLをクリック、ログインし、記載されている 

 ログイン用メールアドレスとパスワードを入力してください。 

④マイページの「知って得する年金セミナー」をクリックし視聴ください。 

⑤「テキストをダウンロード」をクリックしますとテキストをダウンロードでき 

 ます。 

⑥または、検索サイトで「 FPI-J.TV」と入力、ログインをクリックし、 

 ログイン用メールアドレス jkfukushima@fpi-j.tv   

 パスワード          jkfukushima  を入力、マイページの「知っ 

 て得する年金セミナー」をクリックし視聴ください。 

(スマートフォンの場合右上 □ をクリック、マイページをクリック）  

「知って得する年金セミナー」 

演 題 

生活経済研究所 長野 

      CFP認定者 中山 浩明 先生  

定
年
延
長
制
度
開
始

２
０
２
３
年

ど
う
変
わ
る
？

図２

図１
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あなたの声ではじまる春闘

岸田政権の国民軽視の姿勢を追及

政治への信頼を取り戻す

軍拡路線に歯止めをかける１年に

　自治労組合員の皆さん、あけましておめでとうございます。
　昨年７月の第26回参議院選挙において、「鬼木まこと」の勝利に
むけご奮闘いただいた仲間の皆さんに、心から敬意と感謝を申し上
げたいと思います。

　自治労は2023春闘で、組合員一人ひとりの声が要求を形づくるという意識を促すため、「あ
なたの声ではじまる春闘」をスローガンに取り組むこととしています。今春闘は、長年の「慢
性デフレ」から脱却し、賃金と物価が相応に上がっていく好循環を生み出すステージへの転換
をめざして、労働組合全体で働き方に見合った賃上げを求めていかなければなりません。自治
労としても、公務労働者の賃金が地場賃金の押し上げに重要な役割を担うことを強く意識し、
連合春闘に結集して、積極的に賃金要求に取り組んでまいります。
　同時に、地域公共サービスの充実を訴え、減らしすぎ行政に終止符を打っていく、そのため
に引き続き「公共サービスにもっと投資を！」キャンペーンを通じて世論喚起を行ってまいり
ます。各職場においても、ウィズ・コロナにおける業務実態や、大規模災害時の対応等に必要
な人員が確保されるよう、春闘期からしっかり人員要求に取り組んでいただきたいと思います。
　昨年は、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が、日本を含めた世界各国でエネルギー価格
の高騰などインフレ圧力を高め、欧州諸国を中心に軍備拡大が続くなど、世界を混乱の渦に巻
き込んだ年であったと言えます。
　岸田政権は、今回の軍事侵攻、さらには北朝鮮による度重なるミサイル発射や台湾有事への
懸念など国防上の危機感を強調し、防衛力を抜本的に強化することを打ち出していますが、過
度な戦力保持は周辺諸国との緊張関係へと発展しかねず、財源捻出のため安易に社会保障費な
どを切り下げることは許されません。
　自民党に対抗し得る「中道・リベラル」勢力の拡大、そして、自治労がめざす地域公共サー
ビスの充実・強化の実現のためにも、４月の統一自治体選挙は、極めて重要な選挙になります。
　組合員の皆さんと一丸となってたたかう決意です。
　ともにがんばりましょう。

　明けましておめでとうございます。
　参議院議員の岸まきこです。日ごろのご支援、ご協力に深
く感謝申し上げます。
　昨年は、７月の参院選で組合員の皆さんと「鬼木まこと」

初当選の喜びを共有でき嬉しかったです。一方、コロナ変異株の感染拡大、ロシアに
よるウクライナ侵攻、燃料・物価高騰、異常な円安、旧統一教会問題など深刻な政治
課題に直面した年でもありました。
　岸田政権は困った存在です。例えば、通常国会は、国民生活を左右する「2022年度
予算」を審議しますが、年頭から物価高が暮らしに直結する課題であったのに予算案
には盛り込まれていませんでした。立憲民主党は予算の組み替えで物価高対策を政府
に求めましたが、その後の「第１次補正予算」でも予備費積み上げで具体策はありま
せん。
　参院選後８月の臨時会も３日間で実質審議なし、10月の臨時会でやっと審議が始ま
ると思いきや、首相や財務大臣の外交日程で二度も空白期間が生じ出遅れました。さ
らに第２次岸田内閣は、旧統一教会との関係が深い山際大臣、死刑を軽んじる発言を
繰り返した葉梨大臣、政治資金がデタラメな寺田大臣が続けて辞任。政権が暮らしに
必要な支援の議論を妨げていると批判せざるを得ません。
　他方、ていねいな説明や世論形成が必要な「国葬」や「原発稼働」「マイナ保険証
の義務化」は国会審議もせずに早々と決断、国会（＝国民）軽視の姿勢は極めて問題
です。まっとうな政治をめざして頑張ります。
　本年４月は「第20回統一地方選挙」が行われます。公共サービスをより充実・確立
するためにも推薦候補予定者の必勝が重要です。私も全力を尽くします。
　結びに、組合員の皆様のご多幸を願い、年頭のごあいさつとします。

　新年明けましておめでとうございます。
　日頃からの皆さまの温かいご支援に心より感謝申
し上げます。
　さて、議員になって初めての本格国会となった、

昨年10月からの臨時国会は、安倍元首相の国葬問題や旧統一教会問題に加
え、引き続く物価高騰対策、第８波を想定しての新型コロナウイルス感染症
対策など、私たちの暮らしにとって重要な課題が論じられるはずの大事な国
会であったことと併せて、国民の皆さんの「政治への信頼を取り戻す」とい
う観点からも大きな意味を持つ国会でした。しかし、疑惑や疑問に対する不
誠実な対応、国民の批判の状況を見ての辞任、国会正常化へ向けた与党の責
任回避等により、当初の日程が大きく変更される事となりました。適性を欠
く閣僚の任命、度重なる不適切な答弁や発言の容認、そして本会議直後の大
臣の辞任等は、国会を愚弄するものであり、岸田首相の国会軽視の姿勢の表
れに他なりません。そして、そのことが補正予算案や各法案の審議日程に大
きな影響を与えることを想定した上で行われたことを考えれば、「国民の生
活を早くよりよい状態にする事」より、「政権へのダメージを最小にする事」
を優先した岸田首相の政治姿勢は厳しく指弾されなければならず、このよう
な政権は一日も早く終わらせなければなりません。
　そのためにも、４月の統一自治体選挙は極めて重要な闘いとなります。国
政を地域から包囲する。地域から政治を変えるうねりを起こす。それぞれの
場所からその取り組みを頂くことを、自治労に結集する全ての仲間の皆さん
にご結集頂くことを心よりお願いし、年頭のご挨拶と致します。
　共に頑張りましょう！

　あけましておめでとうございます。昨年の参議院
議員選挙をはじめ、この間、皆様方よりいただいた
ご支援・ご協力に、心より感謝申し上げます。
　参議院議員として通算10年目に入り、昨秋の国会

から内閣委員会筆頭理事、憲法調査会次席幹事として岸さん、鬼木さんはじ
め自治労協力国会議員の皆さんと連携しながら活動しています。
　安倍、菅政権を継承する岸田政権は、「分配」「新しい資本主義」の名目を
掲げてはきましたが、既にそのメッキは剥がれ、閣僚の辞任が相次ぐ政権末
期の様相を呈しています。無力な政治では高騰する物価高、ロシアのウクラ
イナ侵攻に伴う国際政治の荒波を乗り越えることは困難です。立憲民主党
は、「ネクスト・キャビネット」と「地方の基盤強化」に取り組み、なお一層、
力をつけて政権交代を実現したいと考えます。
　この３年間のコロナ対策で浮かび上がったのは、公立・公的病院や保健所
を始め公務公共サービスの切り捨てが住民の生命を守れず、経済をも停滞に
陥らせたという厳然たる事実です。国を支える一人一人の国民が安心して幸
せな生活を送れる政策の実現を、自治労組織内国会議員、そして野党第一党
立憲民主党の一員として努めて参ります。
　政権末期の混沌とした状況下、解散総選挙もささやかれ始めています。こ
のまま自民党政治を続けては何も変わりません。安保３文書で明らかになっ
た軍拡路線に歯止めをかけ、国民の生命と財産を守る政治を実現するために
自治労一丸となって取り組んで参りましょう。
　本年が皆様方お一人お一人にとりまして幸多き、気力みなぎる年になりま
すようご祈念申し上げ、年頭のご挨拶にさせていただきます。

全日本自治団体労働組合

　　中央執行委員長　川本　　淳

参議院議員

　　岸　まきこ

参議院議員

　　鬼木まこと

参議院議員

　　吉田ただとも
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●ハガキに、
　①クイズの答え
　②単組名（県職は支部名）
　③職場名
　④氏　名　を明記してご応募ください。
　　※住所の記入は不要です。景品は単組にお渡しします。

●応募先
　〒960-8042　福島市荒町１－21　自治労福島県本部
●締　切　１月31日（火）消印有効

応 募 方 法

新春お年玉クイズ
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■
解
き
方

①
ま
ず
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
を
解
い
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
の
ル
ー
ル

　
　

ⅰ　

ど
の
タ
テ
列
、
ヨ
コ
列
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
１
～
９
の
数
字

が
１
個
ず
つ
入
り
ま
す
。

　
　

ⅱ　

ど
の
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
、
１
～
９
の
数
字
が
１
個

ず
つ
入
り
ま
す
。

　
　

ⅲ　

Ａ
～
Ｄ
の
枠
に
入
っ
た
数
字
を
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
次
に
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
ル
ー
ル

　
　

ⅰ　

タ
テ
の
カ
ギ
、ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、マ
ス
を
埋
め
ま
す
。

　
　

ⅱ　

Ｅ
～
Ｍ
の
枠
に
入
っ
た
文
字
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
ま
す
。

③
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
か
ら
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
の
答
え
番
目

の
枠
に
入
っ
た
文
字
が
答
え
に
な
り
ま
す
。

　

※
Ａ
が
１
、
Ｂ
が
２
、
Ｃ
が
４
、
Ｄ
が
３
だ
っ
た
場
合
、
上
か
ら
１
、

２
、
４
、
３
番
目
の
順
に
読
ん
だ
文
字
が
答
え
に
な
り
ま
す
。

１　

学
習
し
た
力
や
そ
の
程
度
。

２　

よ
そ
の
土
地
に
移
り
住
む
こ
と
。

３　

穀
物
・
も
ち
を
杵
で
つ
い
た
り
す
る
と
き
に
用
い
る
器
。

４　

高
低
・
で
こ
ぼ
こ
が
な
い
さ
ま
。

５　

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
。
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
名

前
の
由
来
。

６　

十
干
と
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
60
を
周
期
と
す
る

数
詞
。

９　

非
常
に
忙
し
い
こ
と
。

10　

鉄
を
主
成
分
に
、
微
量
の
炭
素
を
合
成
し
た
合
金
。

12　

江
戸
時
代
に
盛
ん
に
描
か
れ
た
風
俗
画
。

15　

古
文
で
、
見
た
が
る
、
聞
き
た
が
る
、
知
り
た
が
る

の
意
。

17　

得
ら
れ
た
情
報
・
知
識
に
基
づ
い
て
、
物
事
の
性
質
・

状
態
・
な
り
ゆ
き
な
ど
を
推
し
量
る
こ
と
。

19　

ト
ル
コ
中
央
部
の
都
市
。「
カ
エ
サ
ル
の
都
市
」
が
都

市
名
の
由
来
。

20　

カ
エ
デ
の
古
名
。

21　

わ
ず
か
に
感
じ
ら
れ
る
あ
た
た
か
さ
。

22　

護
摩
を
修
す
る
火
炉
。

24　

加
熱
し
て
溶
か
し
た
金
属
を
型
に
流
し
込
ん
で
つ
く

る
金
属
製
品
。
南
部
鉄
器
な
ど
。

25　

主
に
衣
類
の
縁
に
あ
る
ひ
だ
飾
り
。

27　

だ
い
ち
○
○
。
い
の
う
え
○
○
。
あ
さ
だ
○
○
。

タ
テ
の
カ
ギ
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自
治
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２
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共
済
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福
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県
支
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賞

カ
タ
ロ
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ギ
フ
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３ 

東
北
労
金
福
島
県本

部
長
賞

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
１
万
円
相
当　

２
本

４ 

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
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Ｐ

福
島
推
進
本
部
長
賞

図
書
カ
ー
ド
５
千
円　

４
本

５ 

自
治
労
福
島
県
本
部

お
年
玉
賞

ク
オ
カ
ー
ド
千
円　

30
本

※
景
品
は
選
べ
ま
せ
ん

豪
華
景
品
が

当
た
る
！

抽選で

答
え

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

１　外国との交わりや付き合い。
４　峠。山と山の間のくぼまったところ。鞍部。
７　人の直接の意志によって選ばない、物事の決め方。
８　ファッションをコーディネートする人またはその職業。
11　物事がそうなった原因。また、物事をそのように判断した根拠。
13　サッカーで、守備的 MF のこと。ポルトガル語でハンドルの意。
14　春闘期、確定期に当局へ提出しましょう！○○書。
16　世界がこれになることを願います。※英語で

18　仕事の合間のひま。仕事を離れて自由に使える時間。
20　一針ずつ返しながら、針目の間をあけずに縫う縫い方。
22　箱根○○。山○○。
23　日本の学生・生徒が通学の際に着用する洋服。
26　2011年にヒットした、「マルモのおきて」の主題歌。
28　北アメリカが起源の家畜、特に牛や馬を使った伝統的なスポーツ。
29　基準。特に、各個人・工場等に割り当てられた、労働の基準量。 

ヨコのカギ


